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評価日 平成27年9月1日 評価日 平成27年10月1日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

基礎・基本の学
力の定着

授業を中核にしながら，
算数教室・家庭学習のさ
らなる充実

全国学力・学習状況調
査，ジョイントプログラ
ムの結果

全国学力・学習状況調
査の国語・算数の平均
正答率が２～５％全国
平均より上回る

わかる授業の創
造

めあて意識を大切にし，
問題場面を把握できる授
業づくり

自立解決の場面での
解答に至るまでの自分
の考えを表現

集団解決の場面での
活発な意見交流，発展
問題の解答 ⇒ ⇒

学習規律の確立 生徒指導部と児童会が
タイアップした月目標設
定

児童の話す・聞く態度
の変容，代表委員会で
のふりかえり，

月目標を達成できてい
る児童（学級）が増える
こと

他者を認める心
の育成

毎月の「ともだちの日」
人権作文の発表

人権作文の発表は全
校集会で行い、各学級
でふりかえる

授業中の発言内容と作
文内容の変容

他者に対する心
遣いのできる子

学校評価アンケート
親切カードの投稿箱設置

友だちとなかよ遊んで
います。

「できている」児童の割
合は93.9％ ⇒ ⇒

あいさつのできる
子の育成

あいさつ週間の実施
学校評価アンケート

だれにでも進んで自分
から挨拶しています。

保護者実現度は60.7％
子どもは83.9％

基本的生活習慣
の確立

「早寝・早起き・朝ごは
ん」の呼びかけ

「早寝・早起き・朝ごは
ん」の習慣がしっかり身
についています。

「できている」児童の割
合は80.8％

体力の向上 部活動への参加促進
全校マラソン大会と朝マ
ラソン

部活動の参加率
マラソン参加状況

部活動参加者は６割
マラソン参加児童数は
９割をこえる ⇒ ⇒

情報発信の充実 積極的なホームページ
の更新

学校ホームページへの
アクセス数

年間67,187回（平成26
年度），平成27年度は，
９月末日現在，38,000
回を超えるアクセス数

伝統文化にふれ
る機会

冠句 冠句投稿数 毎月、２００を超える投
稿数 ⇒ ⇒

エコライフ推進 牛乳パック・アルミ缶など
の回収

牛乳パック・アルミ缶な
どの回収数

アルミ缶の回収代金は
毎月１万円をこえる

平成２７年度　学校評価実施報告書
学校名(　　京都市桂東小学校　　)

　平成２７年度　　重点評価項目

　１．確かな学力の育成（学力の基礎基本的の確実な定着【創造】）　　　　　　　２．豊かな心の育成（お互いを尊重し認め合い共に生きる力【協働】）
　３．健やかな体の育成（心身の健康を維持したくましく生きるための体力【自立】）

　１回目評価

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・　学級（学年）により全国
　学力・学習状況調査，ジ
　ョイントプログラムの結果
　調査結果に差がある。
・　めあてを意識することに
　より，自分の思考の流れ
　を表現できつつある。

・　毎月振り返ることにより
　児童の意識が高まって
　いる。

・　全市平均を下回ってい
　る教科（学級）の授業の
　見直しをする。
・　児童に考えさせる部分
　と教員が指導する部分
　を明確にしていく。
・　月目標が単なるスロー
　ガンに終わらないように，
　常に意識していく。

・　地域性を考えて，まだ
　まだ子どもの学力を伸
　ばせる余地はあると思
う。
・　押しつけではなく，主
　体的に取り組ませるこ
　とはともてよいことであ
　る。
・　目標をもってがんばる
　ことは，大切なことだ。

・　地域ボランティアなど
　による授業なども取り
　入れ幅広い学力をつけ
　てほしい。
・　学校と歩調を合わせ
　て地域でも，協力して
　いく。
・　家庭でも両親や祖父
　母ががんばる姿を見せ
　ていくようにする。

2

豊
か
な
心

・　書く活動を通して，尐し
　ずつ意識できるようにな
　ってきている。

・　基本的に優しくて親切
　な児童が多い。

・　保護者・教職員と子ど
　もとの意識の差が気に
　なる。

・　時間はかかっても書く
　活動を保証することが
　重要。
・　いい面はほめて，さら
　に，伸ばしていきたい。
・　相手に伝わるあいさつ
　かどうかを意識づけて
　いく。
・　あいさつ・ベル着・トイレ
　のスリッパを今後も徹底
　して指導していく。

・　あいさつに限らず，は
　りのある声で話したり
  返事をしたりするとこ
　ろから取り組むことが
　大切である。
・　自分の思いや考えを
　伝えることは大人でも
　難しいので継続的に取
　り組む必要がある。

・　見守り隊を中心に地
　域の大人が粘り強く呼
　びかけていくほかない
　と思う。

・　家庭でも会話を心が
　け，子どもの話をゆっ
　くり聞く時間を作るよう
　にする。

3

健
や
か
な
体

・　おおむねできている。

・　かなり多くの児童が運
　動部活動に所属して，熱
　心に取り組んでいる。

・　これで満足せず，尐しで
　も実現度をあげるよう呼
　びかけを継続していく。
・　引き続き継続して取り
　組んでいく。

・　体をきたえることは，
　人間的な成長につなが
　ると思う。
・　低学年の児童ががん
　ばる高学年の姿を見て
　よい伝統ができつつあ
　る。

・　引き続き応援を続け
　ていくことが，地域で
　もできることだと思う。

・　３年前からホームペー
　ジの更新が頻繁に行わ
　れるようになった。
・　五七五の定型に親しみ
　書く習慣がついている。

・　地域の方からも協力し
　ていただくことができて
　いる。

・　センターサーバの容量
　に気をつけながら継続し
　ていく。
・　児童朝会などで，優秀
　作品を表彰して動機付け
　をしていく。
・　回収代金を有効利用す
　るとともに，そのことを学
　校だよりなどで発信して
　いく。

・　学校だよりやホームペ
　ージで学校の様子がよ
　く分かる。更新を楽しみ
　にしている。

・　学校だけでなく，地域
　の方も環境に対する意
　識が高いのはいいこと
　だと思う。

・　学校からの発信を受
　け取るだけでなく，よか
　った点，改善できる点
　などを積極的に学校に
　伝えていく努力をする。
・　アルミ缶、牛乳パック
　乾電池など，学校で回
　収しているものについ
　ては積極的に協力し
　ていく。

4

独
自
の
取
組


